
　

優
陀
那
日
輝
（
一
八
〇
〇
～
五
九
）
は
加
賀
国
金
沢
に
生
を
受
け
た
。
母
が
男
子
を
授
か
り
た
い
と
願
っ
て
身
延
山
久
遠
寺
の
祖
師
に
参
詣
し
た
と

こ
ろ
、
幸
い
に
男
子
を
得
た
の
で
、
出
家
さ
せ
た
と
い
う
逸
話
は
有
名
で
あ
る（
１
）。

生
家・

野
口
家
一
族
は
秀
で
た
一
族
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
甥
の
野
口

之
布
は
、
日
輝
和
上
の
弟
子・

新
居
日
薩
と
漢
学
の
同
学
で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
代
に
、
野
口
之
布
は
文
部
省・

司
法
省
に
勤
務
し
た
と
い
う（

２
）。

新
居

日
薩
（
一
八
三
〇
～
八
八
）
が
、
明
治
六
年
に
日
蓮
宗
管
長
に
指
名
さ
れ
た
の
に
は
、
野
口
之
布
と
の
関
係
を
考
慮
す
べ
き
か
と
、
筆
者
は
愚
考
す
る
。

日
輝
和
上
は
、
京
都
山
科
檀
林
を
経
て
下
総
の
飯
高
檀
林
に
学
ん
だ
が
、
幕
藩
体
制
下
で
の
飯
高
檀
林
は
、
天
台
教
学
の
学
習
を
専
ら
に
し
て
い
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
日
輝
和
上
は
、
そ
う
し
た
状
況
に
飽
き
足
ら
ず
、
故
郷・

金
沢
の
立
像
寺
に
帰
っ
て
、
境
内
に
充
洽
園
と
い
う
私
塾
を
営
ん
だ（

３
）。
飯
高

檀
林
や
中
村
檀
林
を
は
じ
め
、
宗
門
大
寺
院
と
の
関
係
の
濃
い
檀
林
を
卒
え
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
栄
達
の
道
が
開
か
れ
た
時
代
は
終
わ
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
大
阪
の
適
塾
を
始
め
、
私
塾
が
要
請
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

驚
く
こ
と
に
、
全
国
各
地
か
ら
、
金
沢
の
私
塾
「
充
洽
園
」
に
集
っ
て
、
日
輝
和
上
の
講
義
を
聴
く
若
き
僧
侶
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
と
い
う
。
具

体
的
な
記
録
は
な
い
が
、
愚
推
す
る
と
こ
ろ
、
日
輝
和
上
は
大
砲
の
発
射
風
景
な
ど
に
も
接
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
日
輝
和
上
を
招
聘
し
た

の
は
、
水
戸
光
圀
が
開
い
た
水
戸
三
昧
堂
檀
林
で
あ
り
、
ま
た
、
武
蔵
国
、
池
上
「
本
門
寺
」
付
置
の
「
南
谷
檀
林
」
で
あ
っ
た（
４
）。

当
時
、
日
蓮
宗
の

宗
学
者
と
し
て
見
る
べ
き
方
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
日
輝
和
上
は
再
度
に
わ
た
っ
て
招
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

優
陀
那
日
輝
『
一
念
三
千
論
』
本
迹
段
に
つ
い
て

渡
　
邊
　
寶
　
陽
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一
、『
一
念
三
千
論
』
の
構
成

　
『
一
念
三
千
論
』
は
、
日
輝
和
上
四
十
歳
の
時
代
の
著
作
で
あ
る
。
江
戸
後
期
を
通
じ
て
知
ら
れ
た
宗
学
書
の
最
た
る
も
の
は
、
一
妙
日
導
『
祖
書
綱

要
』
で
あ
っ
た（
５
）。
天
台
学
隆
盛
の
時
代
で
あ
っ
た
が
、
日
導
は
昼
も
雨
戸
を
閉
め
き
っ
て
、
ひ
た
す
ら
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
の
研
鑽
に
努
め
た
と
い
う
。

し
か
し
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
著
し
た
『
祖
書
綱
要
』
二
十
三
册
全
巻
が
版
行
さ
れ
た
の
は
、
遙
か
に
時
を
経
て
の
こ
と
で
あ
る
。
版
行
は
困

難
を
極
め
、
遂
に
新
潟
県・
角
田
浜
の
「
妙
光
寺
」
の
事
成
日
寿
の
手
に
よ
っ
て
版
行
さ
れ
た
『
祖
書
綱
要
刪
略
』
三
巻
が
広
く
普
及
し
た（

６
）。

　

日
輝
和
上
は
三
十
歳
の
と
き
、『
綱
要
正
議
』
を
書
い
た（
７
）。『

綱
要
刪
略
』
を
読
み
込
ん
で
、
独
自
の
視
点
か
ら
サ
マ
ラ
イ
ズ
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

新
居
日
薩
は
、『
一
念
三
千
論　

序
』
に
、「
日
輝
が
三
十
歳
で
『
綱
要
刪
略
』
を
著
し
て
宗
学
者
と
し
て
の
自
立
を
示
し
、
四
十
歳
で
『
一
念
三
千
論
』

を
著
し
て
、
宗
学
者
と
し
て
の
完
成
を
示
し
た
」
と
い
う
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。
前
稿
で
も
述
べ
た
が
、
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）
の
『
摩

訶
止
観
』
の
叙
述
が
綿
密
で
、
お
そ
ら
く
智
顗
の
脳
裏
に
つ
ぎ
つ
ぎ
に
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
日
輝
和
上
の
『
一
念

三
千
論
』
も
、
思
考
が
瀑
布
の
よ
う
に
日
輝
和
上
の
頭
脳
を
駆
け
巡
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
る
。

　
『
庵
谷
行
亨
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』（
二
〇
一
九
年・
山
喜
房
仏
書
林
刊
）
に
、
優
陀
那
日
輝
和
上
の
『
一
念
三
千
論
』
の
う
ち
、「
第
五
、
理
事
」

の
段
に
つ
い
て
の
考
察
を
誌
し
た
。
本
稿
は
、
そ
れ
に
つ
づ
く
「
第
六
、
本
迹
」
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
を
記
し
た
。
前
稿
に
誌
し
た
よ
う
に
、「
五
、

理
事
」
は
『
一
念
三
千
論
』
全
体
の
三
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
今
回
の
「
六
、
本
迹
」
は
、
全
体
の
四
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　

前
稿
で
述
べ
た
通
り
、『
一
念
三
千
論
』
は
『
優
陀
那
日
輝
和
上　

充
洽
園
全
集
』
第
三
篇（
８
）に
活
字
体
で
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
文
の
組
み
で
、

四
十
七
字
×
十
四
行・

二
〇
頁
～
二
三
二
頁
に
及
び
、
お
よ
そ
十
四
万
字
（
十
三
万
九
四
九
六
字
）
で
あ
る
。
同
書
は
、
こ
れ
を
、

一
、
数
量
（
二
〇
頁
１
行
～
二
四
頁
１
２
行
）

二
、
本
末
（
二
四
頁
１
３
行
～
三
二
頁
１
４
行
）

三
、
造
成
（
三
三
頁
１
行
～
四
一
頁
５
行
）

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。

注

（
１
）	

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

（
１
）	

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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四
、
広
略
（
四
一
頁
６
行
～
四
三
頁
１
３
行
）

五
、
理
事
（
四
三
頁
１
４
行
～
一
〇
三
頁
１
４
行
）

六
、
本
迹
（
一
〇
四
頁
１
行
～
二
〇
六
頁
７
行
）

七
、
台
当
（
二
〇
六
頁
８
行
～
二
一
三
頁
１
３
行
）

八
、
心
念
（
二
一
三
頁
１
４
行
～
二
一
八
頁
２
行
）

九
、
空
有
（
二
一
八
頁
３
行
～
二
二
五
頁
４
行
）

十
、
権
実
（
二
二
五
頁
～
二
三
二
頁
１
０
行
）

の
十
綱
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
二
百
十
二
頁
と
二
分
の
一
頁
に
な
り
、「
五
、
理
事
」
は
お
よ
そ
六
十
頁
＝
三
十
七
パ
ー
セ

ン
ト
。「
六
、
本
迹
」
は
お
よ
そ
百
二
頁
と
二
分
の
一
頁
で
＝
全
体
の
四
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。「
五
、
理
事
」、「
六
、
本
迹
」
の
主
要
部

分
が
、
八
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
計
算
と
な
る
。
本
小
稿
で
は
、「
五
、
理
事
」
に
つ
づ
い
て
、「
六
、
本
迹
」
の
科
段
を
一
覧
す
る
こ
と
と

す
る
。

　

ふ
り
返
っ
て
見
る
と
、
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）
の
『
摩
訶
止
観
』
は
、
序
文
に
次
い
で
、［
一
、
標
章　

二
、
生
起　

三
、
分
別　

四
、

料
簡　

五
、
広
釈
］
か
ら
成
る
と
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
五
略・
十
広
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
「
広
釈
」（
十
広
）
の
も
と
に
、
十
章
が
展
開
す
る
。

第
一
章
「
大
意
」、
第
二
章
「
釈
名
」、
第
三
章
「
顕
体
」、
第
四
章
「
攝
法
」、
第
五
章
「
偏
円
」、
第
六
章
「
方
便
」、
第
七
章
「
正
修
」、（
そ
の
後
は

講
説
さ
れ
て
い
な
い
が
）
第
八
章
「
果
報
を
示
す
章
」、
第
九
章
「
教
を
起
こ
す
こ
と
を
示
す
章
」、
第
十
章
「
帰
結
す
る
主
旨
を
示
す
章
」
と
い
う
構

成
で
あ
る（
９
）。

　

愚
推
す
る
と
、
天
性
の
鋭
敏
な
思
考
力
を
内
蔵
し
て
い
た
日
輝
和
上
も
、『
摩
訶
止
観
』
の
ひ
そ
み
に
な
ら
っ
て
、『
一
念
三
千
論
』
を
講
ず
る
に
あ

た
っ
て
、
全
体
を
【
甲
】
の
「
十
綱
」
と
し
、
そ
の
下
に
、【
乙
】【
丙
】【
丁
】
と
分
科
し
、
さ
ら
に
そ
れ
以
下
に
、《
戊
》《
巳
》《
庚
》《
辛
》
の
十
干

に
よ
っ
て
分
科
し
て
い
る
（
（1
（

。
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そ
の
よ
う
な
綿
密
な
構
成
に
よ
っ
て
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、「
六
、
本
迹
」
の
構
成

【
甲
】［
本　

迹
］

　
【
乙
】
一
、
一
念
三
千	

一
〇
四
頁	

　

２
行

　
　
【
丙
】
一
、
義	

一
〇
四
頁	

　

２
行

　
　
　
　
【
丁
】
一
、
十
界
互
具	

一
〇
四
頁	

　

３
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
初
、「
十
界
」	

一
〇
四
頁	

　

３
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
次
、「
互
具
」	

一
〇
四
頁	

１
２
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
初
「
九
法
界
に
仏
法
界
を
具
す
を
明
か
す　

文
義
」	

一
〇
四
頁	

１
２
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
初
「
弁
」	

一
〇
四
頁	

１
３
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
二
「
結
」	

一
〇
八
頁	

　

５
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊁
「
仏
法
界
に
九
法
界
を
具
す
を
明
か
す　

文
義
」	

一
〇
八
頁	

１
３
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊂
「
界
界
に
互
に
具
す
を
明
か
す　

文
義
」	

一
一
一
頁	

　

９
行

　
　
　
　
【
丁
】
二
、
十
界
十
如	

一
一
三
頁	

　

２
行

　
　
　
　
【
丁
】
三
、
三
種
世
間	
一
一
三
頁	

　

４
行

　
　
【
丙
】
二
、
文	

一
一
四
頁	

　

２
行

　
　
　
　
【
丁
】
一
、
迹
の
文
を
釈
す	

一
一
四
頁	
　

２
行
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【
戊
】
初
、「
一
念
三
千
の
依
拠
を
弁
ず
」	

一
一
四
頁	

　

３
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
次
、「
正
し
く
経
疏
の
文
義
を
解
す
」	

一
一
五
頁	

　

４
行

　
　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊀
「
経
文
」	

一
一
五
頁	

　

５
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
初
「
標
章
」	

一
一
五
頁	

　

５
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
初
「
非
を
は
ら
い
」	

一
一
五
頁	

　

６
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
二
「
是
を
顕
す
」	

一
一
七
頁	

１
３
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
二
「
釈
の
文
を
解
す
」	

一
二
〇
頁	

　

５
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
初
「
句
逗
」	

一
二
〇
頁	

　

６
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊁
「
句
数
」	

一
二
〇
頁	

　

７
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊂
「
次
第
」	

一
二
〇
頁	

１
０
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊃
「
因
果
」	

一
二
一
頁	

　

２
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊄
「
事
理
」	

一
二
一
頁	

　

６
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊅
「
権
実
」	

一
二
一
頁	

　

９
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
壬
》
初
「
非
を
は
ら
う
」	

一
二
一
頁	

　

９
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
壬
》
㊁
「
是
を
顕
す
」	

一
二
五
頁	

　

９
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊆
「
如
是
」	

一
二
七
頁	

１
３
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊇
「
初
句
」	
一
二
八
頁	

　

３
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊈
「
名
義
」	

一
二
八
頁	

　

５
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
壬
》
初　

名
義	

一
二
八
頁	
　

５
行
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《
壬
》
㊁　

通
を
例
す	

一
二
九
頁	

　

６
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊉
「
偈
」	

一
二
九
頁	

１
０
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊁　

釈
義
を
解
せ
ば	

一
三
〇
頁	

　

１
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
三
、
四
仏
知
見
を
対
弁
せ
ば	

一
三
一
頁	

　

３
行

　
　
　
　
【
丁
】
二
、
本
の
文
を
釈
す	

一
三
三
頁	

　

１
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
㊀
「
大
意
」	

一
三
三
頁	

　

４
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
初
「
久
遠
実
成
」	

一
三
三
頁	

　

５
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊁
「
三
世
益
物
」	

一
三
四
頁	

　

１
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊂
「
器
界
常
住
」	

一
三
四
頁	

　

５
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊃
「
能
所
同
体
」	

一
三
四
頁	

　

７
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊄
「
十
界
本
有
」	

一
三
四
頁	

　

９
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
㊁
「
実
相
」	

一
三
四
頁	

１
２
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊀
「
総
論
」	

一
三
四
頁	

１
２
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊁
「
別
解
」	

一
三
五
頁	

　

３
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
初
「
権
実
」	

一
三
五
頁	

　

３
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
㊁
「
互
具
」	

一
三
六
頁	

　

５
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
㊂
「
因
果
」	
一
三
七
頁	

１
２
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
㊃
「
依
正
」	

一
三
八
頁	

　

９
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊀
「
総
別
門
」	

一
三
八
頁	
１
０
行
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《
辛
》
㊁
「
因
果
門
」	

一
三
八
頁	

１
２
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊂
「
色
心
門
」	

一
三
八
頁	

１
４
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
㊄
「
三
諦
」	

一
三
九
頁	

　

４
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
㊂
「
釈
文
」	

一
四
〇
頁	

　

４
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
初
「
長
行
」	

一
四
〇
頁	

　

４
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
初
「
形
声
不
虚
」
の
文	

一
四
〇
頁	

　

５
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
初
「
形
声
の
文
」	

一
四
〇
頁	

　

５
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊁
「
不
虚
の
文
」	

一
四
一
頁	

１
３
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
㊁
「
本
行
菩
薩
道
」
の
文	

一
四
四
頁	

１
０
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
初　

経
文
の
大
意	

一
四
四
頁	

１
０
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
壬
》
㊀　

因
寿
果
寿	

一
四
四
頁	

１
１
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
壬
》
㊁　

有
尽
無
尽	

一
四
五
頁	

　

２
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊁　

疏
釈
の
義
趣	

一
四
六
頁	

　

８
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
㊂　

今
所
有
の
義
～
宗
祖
『
本
尊
抄
』
～	

一
四
六
頁	

１
１
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
次
「
偈
中
両
文
」	

一
四
七
頁	

　

４
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
初
「
倶
出
霊
山
」
の
文	

一
四
七
頁	

　

４
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
辛
》
次
「
我
此
土
安
穏
」
の
文	
一
四
七
頁	

　

９
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
㊃
「
本
迹
」	

一
四
八
頁	

１
０
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
㊄
「
三
千
」	

一
四
九
頁	
　

８
行
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《
己
》
初　

本
迹
合
論	

一
四
九
頁	

８
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊁　

本
迹
各
論	

一
五
五
頁	

８
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
㊀　

迹
門
理
具	

一
五
五
頁	

８
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
㊁　

本
門
事
具	

一
五
五
頁	

１
２
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
㊂　

法
数
を
結
成
す	

一
五
六
頁	

１
行

　
　
　
【
丁
】
二
、
二
門
宗
要	

一
五
六
頁	

８
行

　
　
【
丙
】
三
、
意	

一
五
七
頁	

１
行

　
　
　
【
丁
】
初
「
要
を
結
ん
で
重
ね
て
経
の
文
義
を
弁
ず
」	

一
五
七
頁	

３
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
初
「
一
念
三
千　

経
に
文
な
し
」	

一
五
七
頁	

３
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
二
「
通
別
両
義　

三
文
を
弁
ず
」	

一
五
七
頁	

１
３
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
三
「
三
種
の
三
千　

三
文
を
解
す
と
は
」	

一
五
八
頁	

２
行

　
　
　
【
丁
】
二
、「
理
具
事
具
、
本
迹
を
分
か
つ
」	

一
五
八
頁	

８
行

　
　
　
【
丁
】
三
、「
教
観
の
二
道
、
寿
量
に
在
り
」	

一
五
九
頁	

５
行

　
　
　
【
丁
】
四
、「
心・

仏・

衆
生　

妙
法
を
解
せ
ば
」	

一
六
〇
頁	

２
行

　
　
　
【
丁
】
五
、「
不
二
の
妙
旨　

三
千
を
開
く
」	

一
六
〇
頁	

７
行

　
　
　
【
丁
】
六
、「
十
界
常
住　

宗
極
を
弁
ず
」	

一
六
〇
頁	

１
３
行

　
　
　
【
丁
】
七
、「
教
行
人
理　

旨
帰
を
識
る
」	
一
六
二
頁	

２
行

　
　
　
【
丁
】
八
、「
分
身・

地
涌　

所
表
を
識
る
」	

一
六
二
頁	

７
行

　
　
　
【
丁
】
九
、「
一
念
随
喜　

観
行
を
立
つ
と
は
」	

一
六
二
頁	
１
１
行
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【
丁
】
十
、「
身
根
清
浄　

証
道
を
顕
す
」	

一
六
二
頁	

１
３
行

　
【
乙
】
二
、
境　
　

智	

一
六
四
頁	

１
行

　
　
【
丙
】
初　

境
智
分
別	

一
六
四
頁	

１
行

　
　
　
　

 
⑵　

境
智
相
釈	

一
六
五
頁	

１
４
行

　
　
　
　

 

⑶　

境
智
傍
証	

一
六
七
頁	

１
行

　
　
　
　

 

⑷　

六
境
同
異	

一
六
八
頁	

７
行

　
　
　
　

 

⑸　

三
智
分
別	

一
七
〇
頁	

３
行

　
　
　
　

 

⑹　

情
智
料
簡	

一
七
〇
頁	

６
行

　
　
　
【
丁
】
初　

情
智
分
別	

一
七
〇
頁	

７
行

　
　
　
【
丁
】
次　

寿
量
の
文
義
を
料
簡
す	

一
七
一
頁	

１
１
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
先
ず
略
し
て
論
の
本
を
立
つ	

一
七
一
頁	

１
１
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
次　

寿
量
の
文
義
を
料
簡
せ
ば	

一
七
三
頁	

１
３
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
初　

立
意	

一
七
三
頁	

１
４
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊁　

推
理	

一
七
四
頁	

３
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊂　

通
義	

一
七
五
頁	

１
４
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
初　

文
に
依
っ
て
理
を
弁
ず	

一
七
五
頁	

１
４
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
㊁　

非
を
簡
ぶ
の
文
を
料
簡
す	
一
七
六
頁	

１
２
行

　
　
　
　
　
　
　
　
《
庚
》
㊂　

情
智
を
開
す
る
無
き
文
を
料
簡
せ
ば	

一
七
九
頁	

１
行

　
　
　
　
　
　
《
己
》
㊃　

証
文	

一
七
九
頁	
１
３
行
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【
乙
】
三
、
因　
　

果	

一
八
〇
頁	

　

７
行

　
　
【
丙
】
初
に
総
じ
て
三
千
に
約
す	

一
八
〇
頁	

　

８
行

　
　
【
丙
】
㊁
十
界
に
約
す	

一
八
〇
頁	

１
２
行

　
　
　
【
丁
】
初
に　

別	

一
八
〇
頁	

１
３
行

　
　
　
【
丁
】
㊁
に　

総
じ
て
因
果
を
判
ぜ
ば	

一
八
一
頁	

　

７
行

　
　
【
丙
】
㊂
仏
界
に
約
す	

一
八
一
頁	

　

９
行

　
　
【
丙
】
㊃
権
実
に
約
す	

一
八
一
頁	

１
２
行

　
　
【
丙
】
㊄
本
迹
に
約
す	

一
八
二
頁	

　

３
行

　
　
【
丙
】
㊅
十
如
に
約
す	

一
八
三
頁	

　

２
行

　
　
【
丙
】
㊆
五
陰
に
約
す	

一
八
三
頁	

１
３
行

　
【
乙
】
四
、「
三
諦
」	

一
八
六
頁	

　

４
行

　
　
【
丙
】
初
「
三
千
に
対
し
て
弁
ず
」	

一
八
六
頁	

　

８
行

　
　
【
丙
】
㊁
「
諸
教
に
約
し
て
明
か
す
」	

一
八
九
頁	

１
１
行

　
【
乙
】
五
、「
実
相
」	

一
九
四
頁	

　

９
行

　
【
乙
】
六
、「
妙
法
」	

一
九
九
頁	

　

１
行

　
　
【
丙
】
初
、「
実
相
に
対
し
て
弁
じ
」（
名
体
）	

一
九
九
頁	

　

１
行

　
　
　
【
丁
】
初
、「
名
体
」	
一
九
九
頁	

　

１
行

　
　
　
【
丁
】
二
、「
本
迹
」	

二
〇
〇
頁	

　

６
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
㊀
実
相
は
智
の
所
照
に
就
い
て
言
う	

二
〇
〇
頁	
　

６
行
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【
戊
】
㊁
実
相
は
体
に
就
い
て
言
う	

二
〇
〇
頁	

１
３
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
㊂
実
は
、
非
実
に
簡
ぶ	

二
〇
一
頁	

　

１
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
㊃
実
相
と
は
、
九
界
の
境
に
就
い
て
仏
の
所
見
を
示
す	

二
〇
一
頁	

　

３
行

　
　
【
丙
】
二
、「
五
義
に
対
し
て
弁
ず
」	

二
〇
一
頁	

　

８
行

　
　
　
【
丁
】
初
、
台
祖
、
諸
教
を
釈
す
る
に
、
先
ず
経
所
詮
の
五
義
を
詮
す	

二
〇
一
頁	

　

８
行

　
　
　
【
丁
】
二
に
、
観
と
は
行
人
一
念
の
心	

二
〇
二
頁	

　

１
行

　
　
【
丙
】
三
、「
五
字
各
解
せ
ば
」	

二
〇
二
頁	

　

６
行

　
　
　
【
丁
】
初
、「
妙
法
」	

二
〇
二
頁	

　

６
行

　
　
　
【
丁
】
二
、「
蓮
華
」	

二
〇
三
頁	

１
２
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
一
、「
本
迹
の
六
譬
」	

二
〇
三
頁	

１
３
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
二
、「
具
足
因
果
」	

二
〇
三
頁	

１
３
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
三
、「
不
二
本
迹
」	

二
〇
四
頁	

　

３
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
四
、「
三
身
如
来
」	

二
〇
四
頁	

１
０
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
五
、「
性
の
三
因
、
修
の
三
徳
」	

二
〇
四
頁	

１
２
行

　
　
　
　
　
【
戊
】
六
、「
一
体
の
身
土
」	

二
〇
四
頁	

１
３
行

　
　
　
【
丁
】
三
、「
経
」	

二
〇
五
頁	

１
０
行

11

優
陀
那
日
輝
『
一
念
三
千
論
』
本
迹
段
に
つ
い
て
（
渡
邊
）



三
、「
本
迹
」
段
の
概
要
に
つ
い
て

　

上
記
の
科
段
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、【
甲
】「
本
迹
」
の
【
乙
】
段
は
、
次
の
六
段
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、『
優
陀
那
日
輝
和

上　

充
洽
園
全
集
』
第
三
巻
所
収
の
活
字
本
の
『
一
念
三
千
論
』（
活
字
本
）
二
百
十
二
頁
の
う
ち
、「
第
六
、
本
迹
」
の
部
分
は
そ
の
う
ち
の
四
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
簡
単
に
要
約
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
い
ず
れ
書
き
下
し
文
を
作
成
し
た
う
え
で
趣
旨
を
詳
述
し

た
い
と
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
本
迹
」
段
の
お
お
ま
か
な
趣
意
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
を
記
す
こ
と
を
試
み
た
い
。
再
度
確
認

す
る
と
「
本
迹
」
段
は
、
つ
ぎ
の
六
面
か
ら
の
詳
述
で
あ
る
。

【
乙
】
一
、
一
念
三
千　
　
（
一
〇
四
頁　

１
行
）

【
乙
】
二
、
境
智　
　
　
　
（
一
六
四
頁　

１
行
）

【
乙
】
三
、
因
果　
　
　
　
（
一
八
〇
頁　

７
行
）

【
乙
】
四
、
三
諦　
　
　
　
（
一
八
六
頁　

４
行
）

【
乙
】
五
、
実
相　
　
　
　
（
一
九
四
頁　

９
行
）

【
乙
】
六
、
妙
法　
　
　
　
（
一
九
九
頁　

１
行
）

　

茂
田
井
教
亨
先
生
は
、『
充
洽
園
全
集
』
第
三
巻
の
解
説
に
お
い
て
、
最
初
の
【
乙
】「
一
、
一
念
三
千
」
が
最
も
評
価
さ
れ
て
い
る
と
し
、「
見
る
べ

き
美
言
が
多
い
」
と
し
て
い
る
。【
乙
】「
一
、
一
念
三
千
」
の
下
に
は
、【
丙
】「
一
、
義
」。「
二
、
文
」。「
三
、
意
」
が
置
か
れ
て
い
る
。【
乙
】
の
六

段
の
総
ペ
ー
ジ
数
は
九
十
五
頁
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、【
乙
】「
一
、
一
念
三
千
」
は
六
十
頁
に
及
ぶ
。
他
の
五
段
の
ペ
ー
ジ
数
は
三
十
五
頁
に
過
ぎ

な
い
こ
と
と
な
る
。【
乙
】「
一
、
一
念
三
千
」
に
主
力
が
注
が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
【
丙
】「
一
、
義
」（
ほ
ぼ
十
頁
）
で
は
、【
丁
】
❶
「
十
界
互
具
」（
一
〇
四
頁
３
行
～
一
一
三
頁
１
行
）、
❷
「
十
界
十
如
」（
一
一
三
頁
２
行
～
４

行
）、
❸
「
三
種
世
間
」（
一
一
三
頁
４
行
～
一
一
四
頁
１
行
）
に
つ
い
て
基
本
事
項
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
❶
「
十
界
互
具
」
に
紙
数
が
費
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や
さ
れ
て
い
る
。

　
【
丙
】「
二
、
文
」
に
お
い
て
は
、
❶
【
丁
】「
迹
の
文
を
釈
す
」（
一
一
四
頁
２
行
～
一
三
二
頁
１
４
行
）、
❷
「
本
の
文
を
釈
し
」（
一
三
三
頁
１
行

～
一
五
六
頁
７
行
）、
❸
「
二
門
宗
要
」（
一
五
六
頁
～
一
五
六
頁
１
４
行
）
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
茂
田
井
教
亨
先
生
は
、『
優
陀
那
日
輝
和
上　

充
洽
園
全
集
』
第
三
編
の
「
解
説
」
に
於
い
て
、
特
に
「
二
、
本
の
文
を
釈
す
」
に
着
目
し
て
い
る
。
即
ち
、
は
じ
め
に
下
記
の
文
章
を
掲
げ
て
い
る
。

「�

二
に
本
の
文
を
釈
せ
ば
、
理
事
の
一
念
三
千
、
な
ら
び
に
寿
量
の
実
相
を
以
て
本
源
と
為
す
」（
一
三
三
頁
１
行
～
）
と
言
い
、「
故
に
今
要
文

を
出
し
て
本
義
を
釈
し
（
迹・

本
）
二
観
の
淵
源
を
弁
ぜ
ん
」
と
し
て
、「
六
重
の
本
迹・

三
身
の
形
相・

寿
量
の
縁
起・

譬
喩
の
属
意・

十
妙

の
同
異・

悲
智
の
深
極
等
の
旨
」
等
の
名
を
挙
げ
る
が
、「
具
に
は
別
記
の
如
し
」
と
し
て
、
こ
こ
で
は
触
れ
て
い
な
い
。（
一
三
三
頁
２
行
）

そ
れ
に
つ
づ
い
て
「
当
家
の
境
観
、
事
行
相
状
、
後
科
に
弁
ず
る
が
如
し
」
と
言
い
、
そ
の
上
で
「
観
心
の
源
基
、
三
千
の
立
意
、
三
諦
深
の

同
異
等
、
亦
下
に
至
っ
て
こ
れ
を
弁
ず
」
と
言
い
、「
今
正
し
く
一
品
の
要
文
要
義
を
釈
す
に
分
か
ち
て
五
科
と
為
す
」
と
し
て
、
初
に
《
戊
》

「
大
意
」
の
下
に
、
❶
久
遠
実
成・
❷
三
世
益
物・

❸
器
界
常
住・

❹
能
所
同
体・

❺
十
界
本
有
の
五
科
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。（
一
三
三
頁
４

行
～
）

　

❶
「
久
遠
実
成
」
で
は
、「
寿
量
法
門
の
発
首
な
り
。
有
数
に
約
し
て
無
数
を
頌
す
。
有
始
に
約
し
て
無
数
を
顕
し
、
有
始
に
約
し
て
無
始
を
顕
す
。

是
れ
其
の
大
旨
な
り
～
～
」（
一
三
三
頁
５
行
）
と
、
久
遠
実
成
の
釈
尊
の
救
い
を
述
べ
る
。
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
日
輝
和
上
は
、「
事
観
」
の

境
智
を
終
始
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
は
「
題
目
專
唱
」
を
究
極
の
仏
教
把
握
と
す
る
。
が
、
日
蓮
宗
が
定

着
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
仏
教
の
基
幹
で
あ
る
「
三
昧
」
へ
の
帰
入
が
課
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
行
く
。
す
な
わ
ち
、『
摩
訶
止
観
』
に
つ
い
て
の

講
註
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
ほ
か
、
深
草
元
政
（
一
六
二
三
～
一
六
六
八
）
の
『
草
山
集
』、
観
如
日
透
（
一
六
五
三
～
一
七
一
七
）
の
『
本
門
事
一
念
三

千
義
』、
本
妙
日
臨
（
一
七
九
三
～
一
八
二
三
）
の
『
妙
経
観
心
略
解
讃
』
な
ど
の
著
作
が
行
わ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
筆
者
は
、
日
輝
和
上
が
加
賀
金
沢
の
文
化

に
生
き
た
と
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
京
都
文
化
圏
の
中
で
、「
但
信
口
唱
」
を
基
本
と
し
つ
つ
も
内
観
の
「
三
昧
」
の
境
地
を
融
合
を
求
め
た
と
理
解

し
た
い
。「
久
遠
実
成
」
の
救
済
の
世
界
を
「
事
観
」
の
境
地
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
日
輝
和
上
の
『
天
台
三
大
部
』
を
中
心
と
す
る
天
台
学
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の
教
養
が
「
事
観
」
究
明
と
融
和
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
日
輝
和
上
が
日
蓮
聖
人
の
『
事
観
』
を
求
め
る
な
か
で
、『
天
台

三
大
部
』
等
と
の
融
合
に
到
る
の
に
は
、
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
理
解
に
立
っ
て
お
お
ま
か
に
捉
え
よ
う
と
す
る
と
、
以
下
の
❷
～
❺
は
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
久
遠
の
釈
尊
の
救
い
に
つ
い
て
の
補
説

と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
《
戊
》
㊁
「
実
相
」（
一
四
九
頁
～
１
２
行
）
の
下
に
《
己
》
初
「
総
論
」（
一
三
四
頁
１
２
頁
～
一
三
五
頁
３
行
）、
㊁
「
別
解
」（
一
三
五
頁
３
行
～

一
四
〇
頁
３
行
）
が
配
さ
れ
る
。
初
「
総
論
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

「�

実
相
と
は
、
真
実
の
相
貌
な
り
。
謂
く
、
三
界
の
依
正
の
十
界
の
名
実
。
天
然
の
自
相
。
是
を
実
相
と
名
づ
く
。
謂
く
、
仏
智
所
見
の
実
相
の

体
。
全
く
一
切
衆
生
自
爾
の
相
貌
に
し
て
、
仏
と
衆
生
と
、
実
相
に
二
無
し
。
虚
融
無
差
。
全
く
十
方
三
世
。
十
界
の
依
正
。
以
て
一
人
の
身

相
と
為
す
。
亦
以
て
一
心
の
常
相
と
為
す
。」（
一
三
四
頁
１
３
行
～
一
三
五
頁
１
行
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
実
相
」
と
は
、
仏
陀
釈
尊
の
究
極
の
境
地
で
あ
る
と
共
に
、
一
切
衆
生
が
本
来
内
蔵
し
て
い
る
す
が
た
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

内
容
を
、
以
下
に
、
久
遠
釈
尊
の
救
済
に
帰
依
し
て
い
く
様
相
と
し
て
究
明
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
日
輝
和
上
は
、
そ
の
境
地
を
闡
明
し
て
い
く
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
る
も
の
と
想
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
内
容
が
、
乙
「
一
、
一
念
三
千
」。
乙
「
二
、
境
智
」
と
し
て
究
明
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
ら
の
詳
細
を
追
っ
て
行
く
に
は
紙
数
が
不
足
す
る

の
で
、
そ
れ
ら
の
概
要
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

乙
「
一
、
一
念
三
千
」
に
つ
づ
い
て
、

　

乙
「
二
、
境
智
」
の
段
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
六
項
目
か
ら
の
論
理
的
追
求
が
行
わ
れ
る
。

丙
「�

⑴　

境
智
分
別
」（
一
六
四
頁
１
行
～
一
六
五
頁
１
４
行
）

　

こ
こ
で
は
「
境
智
は
函
と
蓋
と
の
関
係
」
に
あ
る
と
し
て
、
論
が
展
開
さ
れ
、「
一
念
三
千
の
境
は
一
念
三
千
の
観
を
以
て
之
を
観
ず
」
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（
一
六
四
頁
３
～
４
行
）
と
言
い
、

「
問
う
。
事
の
一
念
三
千
の
境
観
は
如
何
」
の
問
い
に
対
し
て
、

「�
答
ふ
。
三
千
法
界
、
取
っ
て
以
て
自
己
一
念
の
全
体
と
為
す
。
是
を
事
一
念
三
千
と
為
す
。
本
と
自
爾
、
斯
く
の
如
し
。
名
づ
け
て
妙
法

と
為
す
。
行
人
、
之
を
取
っ
て
所
観
と
為
す
。
故
に
名
づ
け
て
妙
境
と
為
す
」（
一
六
五
頁
１
行
～
２
行
）
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
段
の

最
後
に
は
、「
宗
祖
曰
く
、
一
念
三
千
の
観
法
に
二
あ
り
。
一
に
理
観
、
二
に
事
観
」
の
祖
訓
を
挙
げ
て
い
る
。（
一
六
五
頁
１
３
行
）
そ

う
し
た
論
理
的
展
開
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

丙
「�

⑵　

境
智
相
釈
」（
一
六
五
頁
１
４
行
～
一
五
七
頁
１
行
）　

こ
こ
で
は
「
十
如
、
境
を
挙
げ
て
、
智
を
釈
す
。
以
て
能
く
理
に
契
い
て
義
に

契
う
」（
一
六
六
頁
１
行
）。「
唯
一
の
仏
智
、
唯
一
の
仏
境
を
照
ら
す
。
衆
生
所
見
の
当
処
、
全
く
一
仏
境
界
な
る
の
み
」（
一
六
六
頁
５
行
）

な
ど
の
言
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

丙
「�

⑶　

境
智
傍
正
（
一
六
七
頁
１
行
～
一
六
八
頁
７
行
）　
「
一
念
三
千
、
是
れ
境
の
実
相
に
し
て
、
智
の
所
照
の
証
得
な
り
（
一
六
七
頁
６
行
）

の
語
が
あ
る
。

丙
「�

⑷　

六
境
の
同
異
」（
一
六
八
頁
７
行
～
一
七
〇
頁
３
行
）　
『
法
華
玄
義
』
の
「
境
妙
を
明
か
す
」
の
段
か
ら
転
じ
て
、

「
十
如
」「
十
二
因
縁
」「
四
諦
」
～
～
～
は
、『
事
に
約
す
』
と
言
い
、

「
二
諦
」「
三
諦
」「
一
諦
」　　

 

～
～
～
は
、『
理
に
約
す
』
と
す
る
解
釈
を
展
開
す
る
。

丙
「�

⑸　

三
智
分
別
」（
一
七
〇
頁
３
行
～
６
行
）　
「
一
切
智
」「
道
種
智
」「
一
切
種
智
」
の
三
智
に
つ
い
て
、
左
記
の
よ
う
に
意
義
づ
け
て
い

る
。（
一
七
〇
頁
５
行
～
６
行
）

❶　

一
切
智　
　
　

～
～
～　
　

三
千　
　

即　
　
　

一
念
を
照
ら
す
。

❷　

道
種
智　
　
　

～
～
～　
　

一
念　
　

即　
　
　

三
千
を
照
ら
す

❸　

一
切
種
智　
　

～
～
～　
　

非
一
念　

非
三
千　

非
異
非
同
を
照
ら
す
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丙
「�

⑹　

情
智
料
簡
」（
一
七
〇
頁
７
行
～
一
八
〇
頁
６
行
）
で
は
、【
丁
】
初
「
情
智
分
別
」、【
丁
】
次
「
寿
量
の
文
義
を
料
簡
す
」
の
二
項
か

ら
成
る
。

　
【
丁
】「
初
」
で
は
、「
智
」
と
「
情
」
の
語
義
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

「�
智
と
は
、
心
、
物
に
対
す
。
所
対
の
境
の
如
し
。
能
知
分
別
の
心
、
是
れ
な
り
。
是
れ
正
し
く
識
陰
の
用
な
り
。�

	
情
と
は
、
心
、
所
対
の
境
に
随
っ
て
、
違
順
の
相
あ
り
と
雖
も
憎
愛
を
起
こ
す
の
心
是
れ
な
り
。
是
れ
正
し
く
行
陰
の
用
な
り
。
～
」

（
一
七
〇
頁
７
行
～
８
行
）

　

す
な
わ
ち
、「
智
と
は
～
～
能
知
分
別
の
心
」
で
あ
り
、「
情
と
は
～
憎
愛
を
起
こ
す
心
」
で
あ
る
と
し
て
、
真
理
を
究
明
す
る
心
の
作
用

と
、
愛
憎
に
揺
れ
る
心
理
と
に
つ
い
て
恐
察
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

　

そ
の
上
で
、【
丁
】「
次
」
に
お
い
て
「
寿
量
」
の
文
義
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
の
で
あ
る
が
、【
戊
】
㊀
で
、「
先
ず
略
し
て
論
の
本
を

立
つ
」（
一
七
一
頁
１
１
行
）
と
し
て
、
衆
生
の
理
に
お
け
る
麁
と
妙
。
仏
の
随
情
、
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「�

理
は
麁
妙
に
非
ず
。
衆
生
の
智
、
境
に
於
い
て
麁
を
見
て
、
随
情
と
名
づ
く
。�

	

仏
の
情
は
、
境
に
於
い
て
妙
を
見
て
、
随
智
と
名
づ
く
。
祇
だ
本
と
麁
妙
に
非
ざ
る
を
妙
と
名
づ
く
。
亦
麁
亦
妙
を
麁
と
名
づ
く
。

仏
能
く
麁
妙
に
非
ざ
る
と
知
る
。�

	

（
そ
れ
に
対
し
て
）
衆
生
は
、
但
だ
麁
妙
に
非
る
も
の
は
、
麁
妙
に
無
き
の
謂
い
に
非
ず
、
麁
妙
の
体
一
不
可
思
議
を
麁
妙
と
名
づ
く

～
～
」（
一
七
一
頁
１
１
行
～
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
麁
妙
」
の
論
議
を
展
開
し
た
上
で
、
日
蓮
聖
人
の
『
観
心
本
尊
抄
』
の
「
己
心
の
三
千
具
足
三
種
の
世
間
～
」
の
文
に
つ

い
て
の
理
解
を
示
す
の
で
あ
る
。

「�

文
は
但
だ
十
方
の
仏
土　

三
世
の
九
界
を
指
し
て
、
全
く
自
己
の
妙
心
、
法
界
中
に
、
一
色
も
性
に
非
ざ
る
こ
と
な
く
、
一
香
も
実

相
に
非
ざ
る
こ
と
な
し
。
一
声
一
味
も
仏
法
に
非
ざ
る
こ
と
な
し
～
～
」（
一
七
二
頁
９
行・

１
０
行
）
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「�

良
（
ま
こ
と
）
に
以
て
、
一
切
衆
生
の
色
心
、
全
く
選
れ
本
仏
無
作
の
妙
色
妙
心
な
り
。
故
に
九
界
の
情
想
、
即
ち
是
れ
仏
界
の
所

見
な
り
～
～
」（
一
七
三
頁
７
行・

８
行
）

　

こ
の
よ
う
に
、
天
台
三
大
部
等
を
読
み
込
み
な
が
ら
、
日
蓮
聖
人
の
『
観
心
本
尊
抄
』
等
の
遺
文
に
照
ら
し
て
、「
一
念
三
千
」
を
原
理
的

教
説
と
し
つ
つ
、
久
遠
釈
尊
の
救
済
の
教
え
を
体
感
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
日
輝
和
上
の
『
一
念
三
千
論
』
の
基
本
に
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

　

以
下
の
各
段
に
お
け
る
思
索
の
軌
跡
を
追
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
【
乙
】「
三
、
因
果
」（
一
八
〇
頁
７
行
～
）

　

こ
の
段
の
最
初
か
ら
、
七
科
と
し
て
論
じ
て
い
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
⑴
「
三
千
と
一
念
と
の
関
係
」、
⑵
「
十
界
の
理
解
」、
⑶
「
仏

界
に
つ
い
て
の
理
解
」、
⑷
「
権
実
と
の
関
係
」、
⑸
「
本
迹
と
の
関
連
」、
⑹
「
十
如
と
の
関
連
」、
⑺
「
五
陰
と
の
関
連
」
で
あ
る
。
以
下
、

そ
の
論
点
に
つ
い
て
、
気
づ
い
た
文
章
に
沿
っ
て
メ
モ
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
丙
】「
⑴　

総
じ
て
三
千
に
約
す
」（
一
八
〇
頁
８
行
～
１
２
行
）

「
理
事
の
三
千
」　　
［
因
］　　
　
「
三
千
、
冥
伏
し
て
一
念
に
在
る
」

「
事
成
の
三
千
」　　
［
果
］　　
　
「
一
念
、
徧
く
照
ら
し
て
三
千
を
融
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
（
一
八
〇
頁
８
行
）

「�

然
る
に
凡
夫
の
一
念
、
実
は
隔
た
ら
ず
。
故
に
因
、
因
に
非
ず
。
但
だ
不
覚・

不
知・

不
見
を
以
て
之
故
に
、
情
自
ず
か
ら
不
融
と

為
す
。
是
の
故
に
因
と
名
づ
く
。
聖
人
の
一
心
、
実
に
は
始
め
て
融
す
る
に
非
ず
。
故
に
果
に
し
て
果
に
非
ず
。
但
だ
、
知
見
覚
を

以
て
の
故
に
果
と
名
づ
く
。」（
一
八
〇
頁
９
行・

１
０
行
）

【
丙
】「
⑵　

十
界
に
約
す
」　　
　
（
一
八
〇
頁
１
２
行
～
一
八
一
頁
９
行
）
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［
別
］「
因
は
自
他
に
通
じ
、
果
は
自
に
在
り
。」　 

（
一
八
〇
頁
１
３
行
）

［
総
］「
九
界
を
因
と
為
し
、
仏
界
を
果
と
為
す
。」（
一
八
一
頁
７
行
）

【
丙
】「
⑶　

仏
界
に
約
す
」　　
　
（
一
八
一
頁
９
行
～
１
２
行
）

「
人
に
約
せ
ば
、
但
だ
住
上
法
身
を　

 

『
仏
界
』
と
な
す
。」

「
行
に
約
せ
ば
、
名
字
（
即
）
以
上
を
『
仏
界
』
と
な
す
。」

「
義
に
約
せ
ば
、
亦
、　　
　
　
　
　
　
『
理
即
』
を
取
る
。」

「
理
に
約
せ
ば
、
得
忍
以
上
を　
　
　

 

『
仏
界
』
と
な
す
。」

「
名
に
約
せ
ば
、
但
だ　

妙
覚
を　
　

 

『
仏
界
』
と
な
す
」（
一
八
一
頁
１
０・

１
１
行
）

【
丙
】「
⑷　

権
実
に
約
す
」（
一
八
一
頁
１
２
行
～
一
八
二
頁
３
行
）

「
三
教
は
是
れ
権
に
し
て　
　
　

因
」（
一
八
一
頁
１
２
行
）

「
圓
教
は
是
れ
実
に
し
て　
　
　

果
」（
一
八
一
頁
１
３
行
）

【
丙
】「
⑸　

本
迹
に
約
す
」（
一
八
二
頁
３
号
～
一
八
三
頁
２
行
）

「
遊
於
四
方　

直
至
道
場
」　　

 

＝
迹
門
の
因
果
＝　
（
一
八
二
頁
４
行
）

「
得
入
無
上
道　

速
成
就
仏
身
」
＝
本
門
の
因
果
＝　
（
一
八
二
頁
５
行
）

【
丙
】�

⑴
～
⑸
に
於
い
て
、「
因
」「
果
」
の
両
面
に
つ
い
て
の
考
察
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、�

	

⑹
⑺
に
お
い
て
も
、「
因
」「
果
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
一
念
三
千
の
事
観
」
に
お
け
る
〈
修
行
面
〉
と
、
到
達
す
る
べ

き
〈
果
〉
に
つ
い
て
の
考
察
と
捉
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
？

【
丙
】「
⑹　

十
如
に
約
す
」（
一
八
三
頁
２
行
～
１
３
行
）

「
十
如
因
果
、
往
々
已
に
分
別
す
」
と
し
た
上
で
、「
若
し
、
本
門
に
約
せ
ば
」
と
し
て
、
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相・

性・

体・

力・

作・

因・

縁・

果・

報・

本
末
究
竟
等
の
十
如
是
に
つ
い
て
、
経
文
を
示
し
て
い
る
。（
な
お
、
こ
の
あ
と
に
別
の

パ
タ
ー
ン
を
挙
げ
て
い
る
）

「
無
作
の
応
身
を
如
是
相
と
為
す
」
＝
「�

如
来
如
実
知
見
三
界
之
相
。
無
有
生
死
」
等

「
無
作
の
報
身
を
如
是
性
と
為
す
」
＝
「
如
来
明
見
無
有
錯
謬
」

「
無
作
の
法
身
を
如
是
体
と
為
す
」
＝
「
諸
仏
如
来
皆
如
是
。
為
度
衆
生
皆
実
不
虚
」

「
如
是
力
と
為
す
」　　
　
　
　
　

＝
「
如
来
秘
密
神
通
之
力
」

「
如
是
作
と
為
す
」　　
　
　
　
　

＝
「
所
作
仏
事
未
曾
暫
廃
」

「
如
是
因
と
為
す
」　　
　
　
　
　

＝
「
我
本
行
菩
薩
道
」

「
如
是
縁
と
為
す
」　　
　
　
　
　

＝
「
広
供
養
舎
利
」

「
如
是
果
と
為
す
」　　
　
　
　
　

＝
「
成
仏
已
来
甚
大
久
遠
」

「
如
是
報
と
為
す
」　　
　
　
　
　

＝
「
我
此
土
安
穏
天
人
常
充
満
」

「
如
是
本
末
究
竟
等
と
為
す
」　　

＝
「
今
古
無
二
。
無
始
無
終
。
非
本
非
迹
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
三
頁
３
行
～
７
行
）

【
丙
】「
⑺　

五
陰
に
約
す
」（
一
八
三
頁
１
３
行
～
一
八
六
頁
１
３
行
）

　

略
説・

広
説
と
の
二
面
か
ら
論
ず
る
。
先
ず
、
略
説
で
、
五
陰
世
間
を
因
と
す
る
か
果
と
す
る
か
と
の
問
い
に
、「
も
し
は
因
、
も
し

は
果
」
と
答
え
、
以
下
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
問
答
を
展
開
し
て
い
る
。（
一
八
三
頁
１
４
行
～
一
八
五
頁
１
４
行
）

　

広
説
に
つ
い
て
は
、「
広
説
と
は
、
因
果
の
理
義
、
論
甚
だ
広
し
。
其
の
あ
ら
か
じ
め
こ
こ
に
論
ず
べ
き
が
、
略
し
て
前
に
説
く
が
如

し
。
尚
、
余
論
の
弁
ず
べ
き
も
の
あ
り
。
宜
し
く
別
論
す
べ
し
。
～
～
」（
一
八
五
頁
１
４
行
～
一
八
六
頁
１
行
）
と
語
る
の
で
あ
る
。
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【
乙
】「
四
、
三
諦
」

　

空
諦・

仮
諦・

中
諦
の
「
三
諦
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

最
初
に
、「
三
諦
と
は
、『
輔
行
』（
五
の
三・

九
紙
）
に
云
く
、
一
念
の
心
に
十
界
に
約
せ
ず
ん
ば
、
事
を
収
め
る
に
徧
ね
か
ら
ず
。
三
諦

に
約
せ
ず
ん
ば
、
理
を
摂
す
る
に
周
ね
か
ら
ず
。
十
如
を
語
せ
ず
ん
ば
、
因
果
徧
ね
か
ら
ず
。
三
世
間
無
く
ん
ば
依
正
尽
く
さ
ず
（
文
）」。

当
に
知
る
べ
し
。
三
千
を
論
ず
れ
ば
則
ち
必
ず
三
諦
を
論
ず
る
な
り
」（
一
八
六
頁
４
行
～
５
行
）
と
言
う
。

　

次
い
で
、「『
輔
行
』
五
之
三
（
五
紙
）
に
云
く
、
三
諦
は
形
無
し
。
倶
に
見
る
べ
か
ら
ず
。
然
る
に
即
仮
の
法
、
事
に
寄
っ
て
弁
ず
べ
し
。

此
の
仮
法
に
即
し
て
、
即
空・

仮・

中
。
空・

中
二
諦
、
二
に
し
て
二
無
き
な
り
。
心
性
動
ぜ
ず
。
仮
に
中
の
名
を
立
て
、
三
千
を
忘
泯
し

て
、
仮
に
空
の
称
を
立
て
、
亡
す
と
雖
も
存
す
。
仮
に
仮
の
号
を
立
つ
。（
文
）
の
文
」
を
挙
げ
て
、
和
上
の
論
を
展
開
す
る
。

　
「
是
れ
、
審
び
ら
か
に
円
実
の
三
諦
を
明
か
す
の
明
文
な
り
。
即
ち
圓
妙
の
三
諦
、
必
ず
当
に
三
千
に
約
し
て
弁
ず
べ
き
故
な
り
。」
と
し

て
、「
初
に
三
千
に
対
し
て
弁
じ
、
二
に
諸
教
に
約
し
て
弁
ず
」
と
論
を
展
開
す
る
。（
一
八
六
頁
６
行
～
８
行
）

　

初
に
『
峨
眉
集
（
（1
（

』
を
引
い
て
、「
三
千
は
体
」
と
し
、「
一
念
三
千
は
、
横
に
一
異
に
約
す
。
円
融
の
三
諦
は
竪
に
有
無
に
約
す
。
諸
法
本

来
虚
無
非
ず
。
実
有
に
非
ず
。
故
に
三
諦
円
融
な
り
。
一
如
に
非
ず
。
各
異
に
非
ず
。
故
に
一
念
三
千
な
り
。
～
～
」（
一
八
六
頁
１
１
行
～

１
３
行
）
と
述
べ
る
。

　

以
下
、
綿
密
な
論
述
が
つ
づ
く
が
、
要
す
る
に
、「
一
念
三
千
」
を
論
ず
れ
ば
、
か
な
ら
ず
、
空
諦・

仮
諦・

中
諦
の
三
諦
を
論
ず
る
こ
と

に
繋
が
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

通
常
、
常
識
的
に
は
、「
事
一
念
三
千
」
を
論
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
内
心
に
久
遠
実
成
の
釈
尊
の
救
い
を
見
る
こ
と
を
結
論
と
し

て
、「
三
諦
」
な
ど
に
ふ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
日
輝
和
上
が
、
論
理
的
整
合
性
を
あ
く
ま
で
究
明
し
よ
う
と
す
る
と

き
、「
三
千
」
を
論
ず
れ
ば
、「
三
諦
」
の
論
理
構
造
と
交
錯
す
る
と
し
て
、
そ
の
構
造
を
究
め
よ
う
と
し
た
と
理
解
し
た
い
。

　
【
乙
】「
五
、「
実
相
」」　　
　
（
一
九
四
頁
９
行
～
一
九
八
頁
５
行
）
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こ
の
項
に
お
い
て
は
、
諸
経
の
「
諸
法
実
相
」
解
釈
に
対
し
て
、『
法
華
経
』
に
お
け
る
「
諸
法
実
相
」
の
特
殊
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。
そ
の
要
諦
は
次
の
文
に
あ
る
と
見
た
い
。

　
「
然
る
に
実
相
の
極
要
は
、
諸
法
一
体
に
あ
り
。
何
と
な
れ
ば
、
迹
門
は
則
、
諸
乗
一
乗
を
以
て
宗
と
な
す
。
本
門
は
則
、
諸
仏
即
一
仏
を

以
て
極
と
為
す
。
迹
門
は
則
、
五
仏
道
同・

十
方
一
乗
を
言
い
、
本
門
は
則
、
諸
仏
如
来
法
皆
如
是
と
言
う
。」（
一
九
四
頁
１
２
行
～
１
４

行
）

　
【
乙
】「
六
、「
妙
法
」」　　
　
（
一
九
九
頁
１
行
～
二
〇
六
頁
７
行
）

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
日
蓮
聖
人
の
結
論
は
、『
妙
法
五
字
』
の
受
持
に
あ
る
。「
受
持
即
成
仏
」
の
教
え
で
あ
る
（
渡
邊
寶
陽
『
國
寶
観
心

本
尊
抄
鑽
仰
』
参
照
）。
日
輝
和
上
『
一
念
三
千
論
』「
本
迹
」
段
の
帰
結
は
、
当
然
、
此
の
事
に
あ
る
。【
乙
】
六
と
し
て
「
妙
法
」
が
配
置

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
最
初
に
、「
妙
法
」
の
趣
旨
が
、
三
科
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

　
「
六
に
妙
法
と
は
、
初
に
実
相
の
弁
に
対
し
て
弁
じ
、
二
に
五
義
に
約
し
、
三
に
五
字
各
解
す
」（
一
九
九
頁
１
行
）

　
【
丙
】『�

初
』
に
、「
実
相
」
と
「
妙
法
」
と
は
倶
に
名
字
で
あ
っ
て
別
も
の
で
で
は
な
い
と
す
る
。
即
ち
、「
有
法
不
可
思
議
で
あ
る
か
ら
『
妙
法
』

と
い
う
」「
可
見
で
あ
っ
て
虚
妄
で
な
い
か
ら
『
実
相
』
と
い
う
の
で
あ
る
」（
一
九
九
頁
１
行
～
２
行
の
趣
意
）
こ
の
こ
と
を
起
点
と
し
て
、

「
妙
法
」
と
「
実
相
」
の
関
連
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

　
「
二
に
本
迹
と
は
、「
妙
法
」「
実
相
」
皆
、
本
迹
に
通
ず
る
。
然
る
に
天
台
で
も
日
蓮
宗
で
も
迹
門
の
理
を
「
実
相
」
と
言
い
、
本
門
の
理

を
「
妙
法
」
と
言
う
と
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
「
四
義
」
が
あ
る
と
い
う
」（
以
下
は
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
参
酌
し
て
、
文
章
に
即
し
つ
つ
意

訳
し
た
）

⑴　
「
実
相
」
は
、
智
の
所
照
に
つ
い
て
言
う
か
ら
、「
唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
」
な
ど
と
言
う
の
で
あ
る
。（
二
〇
〇
頁
６
行
～
７
行
）

⑵　

�

実
相
は
体
に
就
い
て
言
う
。
妙
法
は
用
に
就
い
て
言
う
。�

	

「
妙
」
は
徳
に
就
く
か
ら
、
用
に
随
う
の
で
あ
る
。�
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「
実
」
は
非
を
簡
ぶ
か
ら
、
体
に
従
う
の
で
あ
る
。（
二
〇
〇
頁
１
３
行
～
１
４
行
）

⑶　

�「
実
」
は
、
非
実
に
簡
ぶ
か
ら
、
廃
権
の
義
が
強
い
。�

	

「
妙
」
は
、
即
是
を
顕
す
か
ら
開
権
の
義
が
強
い
。�

	

「
迹
門
」
は
、
九
界
を
廃
し
て
仏
界
を
立
て
て
、
廃
権
の
義
が
強
い
。�

	
「
本
門
」
は
、
九
界
を
開
い
て
仏
界
を
顕
し
、
開
権
の
義
が
強
い
。（
二
〇
一
頁
１
行
～
２
行
）

⑷　

�「
実
相
」
と
は
、
九
界
の
境
に
就
い
て
、
仏
の
所
見
を
示
す
。
故
に
「
諸
法
実
相
」「
如　

実
知
見
三
界
之
相
」
と
い
う
。�

	

「
妙
法
」
と
は
、
仏
の
所
証
得
に
就
い
て
名
付
け
る
。
故
に
「
無
漏
不
思
議　

甚
深
妙　

法
。
我
今
已
所
得
」
と
い
う
。（
二
〇
一
頁

３
行
～
５
行
）

『
丙
』「
二
、
五
義
に
対
し
て
弁
ず
」

【
丁
】「
⑴　

教
」　
「
名
」「
体
」「
宗
」「
用
」「
教
」
の
『
五
重
玄
義
』

「�

然
る
に
、
名
は
是
れ
能
詮
の
宗
要
に
し
て
、
所
詮
の
所
依
。
故
に
独
り
能
所
に
通
じ
る
に
似
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
一
部
の
経
意
を
結

ん
で
名
と
な
せ
ば
、
則
ち
名
は
一
部
の
所
詮
に
し
て
、
体・

宗
と
と
も
に
所
詮
と
な
る
。
若
し
能
詮
が
家
の
名
と
な
せ
ば
、
則
ち
一

部
の
題
目
の
み
。
乃
ち
能
詮・

所
詮
の
文
理
、
皆
、
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
名
と
な
せ
ば
、
則
ち
法
界
の
事
理
、
不
思
議
の
因
果
、
以

て
そ
の
名
を
立
つ
。
故
に
一
部
能
詮
の
章
句
、
部
内
所
詮
の
玄
理
、
玄
理
所
詮
の
法
界
、
玄
理
能
取
の
因
果
、
能
詮
益
物
の
功
要
、

皆
尽
く
、
玄
名
を
以
て
㧡
括
す
。
故
に
妙
名
五
重
及
び
一
切
名
句
を
摠
す
。
至
要
の
円
詮
な
り
」（
二
〇
一
頁
１
１
行
～
二
〇
二
頁
１

行
）

　

長
々
し
く
引
用
し
た
が
、
要
す
る
に
、
五
重
玄
義
の
う
ち
、「
名
玄
義
」
は
「
能
詮
所
詮
の
文
理
」
で
あ
り
、「
法
華
経
」
一
部

能
詮
の
章
句
で
あ
る
。
即
ち
「
妙
法
蓮
華
経
」
に
『
法
華
経
』
の
全
て
が
包
含
さ
れ
て
い
る
と
い
う
趣
意
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
踏

ま
え
て
、「
二
に
『
観
』
の
意
義
」
が
述
べ
ら
れ
る
。
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【
丁
】「
⑵　

観
」

「�

二
に
観
と
は
、
行
人
一
念
の
心
、
三
千
法
界
を
摂
し
て
、
衆
生
の
所
見
の
如
く
な
ら
ず
。
不
生
不
滅
、
非
如
非
異
な
る
。
是
を
玄
体

と
為
す
。
此
の
妙
心
、
当
体
法
界
に
し
て
、
因
に
非
ず
、
亦
果
に
非
ず
。
面
し
て
微
な
る
を
因
と
為
し
、
著
な
る
を
果
と
為
す
。
因

時
則
法
界
。
果
時
即
唯
心
。
因
果
皆
不
可
思
議
な
り
。
是
の
妙
因
妙
果
、
三
千
に
具
足
し
、
三
諦
を
円
備
す
。
是
を
妙
法
蓮
華
経
と

名
づ
く
。
～
～
」（
二
〇
二
頁
１
行
～
３
行
）

　

上
記
の
『
教
』
と
し
て
詮
顕
さ
れ
た
、
最
高
の
教
法
で
あ
る
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
「
一
念
の
心
に
お
い
て
観
察
す
る
こ
と
」
の

意
義
が
、
こ
の
『
観
』
の
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
三
』「
五
字
各
解
」

　

つ
ぎ
に
、『
妙
法
蓮
華
経
』
の
五
字
に
つ
い
て
、『
初
』
に
「
妙
法
」、『
二
』
に
「
蓮　

華
」、『
三
』
に
「
経
」
に
つ
い
て
の
詳
解
が

展
開
す
る
。

『
初
』「
妙
法
」　　
（
二
〇
二
頁
６
行
～
二
〇
三
頁
１
２
行
）

『
二
』「
蓮
華
」　　
（
二
〇
三
頁
１
２
行
～
二
〇
五
頁
１
０
行
）

『
三
』「
経
」　　
　
（
二
〇
五
頁
１
０
行
～
二
〇
六
頁
７
行
）

四
、
小　

結

　

三
、「
本
迹
段
の
概
要
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
茂
田
井
教
亨
先
生
は
、【
乙
】「
本
迹
段
」
の
六
科
の
う
ち
、【
乙
】「
一
、
一
念
三
千
」
の
段
に
注
目
し

て
い
る
。

　

筆
者
は
、
百
頁
に
及
ぶ
「
本
迹
段
」
の
概
要
に
つ
い
て
、
科
段
を
た
ど
っ
て
み
た
。
日
輝
和
上
は
、【
乙
】「
一
、
一
念
三
千
」
段
を
中
心
に
、『
法
華
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経
』
迹
門
と
本
門
と
の
関
連
を
見
な
が
ら
、「
一
念
三
千
」
に
つ
い
て
の
考
究
を
試
み
て
い
る
も
の
と
理
解
し
た
い
。
但
し
、「
一
、
一
念
三
千
」
に
お

い
て
、
そ
の
骨
格
を
確
か
め
た
上
で
、「
二
、
境
智
」「
三
、
因
果
」「
四
、
三
諦
」「
五
、
実
相
」「
六
、
妙
法
」
と
の
関
連
に
お
い
て
、
綿
密
に
そ
の
全

体
像
を
究
明
す
る
意
図
を
持
っ
て
考
究
を
進
め
た
と
み
た
い
。

　

た
び
た
び
繰
り
返
す
よ
う
に
、
日
蓮
宗
の
歴
史
に
お
い
て
、
こ
の
様
な
綿
密
な
考
証
を
試
み
た
例
は
、
他
に
見
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

日
蓮
聖
人
は
、
東
国
安
房
国
か
ら
当
時
の
日
本
の
中
心
で
あ
る
京
畿
の
、
し
か
も
日
本
仏
教
を
統
合
す
る
比
叡
山
に
登
ら
れ
た
。
後
年
、
弟
子
の
三

位
房
を
台
学
研
鑽
の
た
め
に
比
叡
山
に
派
遣
す
る
が
、
三
位
房
は
京
都
の
風
に
染
ま
っ
て
、
言
葉
も
京
都
な
ま
り
に
な
り
、
名
前
ま
で
京
都
風
に
称
し

た
こ
と
を
、
日
蓮
聖
人
は
叱
責
し
て
い
る
。
そ
れ
も
空
し
く
、
三
位
房
は
日
蓮
聖
人
の
許
か
ら
去
っ
て
し
ま
う
と
い
う
悲
劇
と
な
っ
た
。

　

日
蓮
聖
人
に
は
、
東
国
安
房
国
の
人
び
と
の
顔
が
浮
か
び
上
が
り
、
そ
れ
ら
の
人
び
と
の
思
い
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
れ
故
に
、
日
蓮
聖
人
は
、
敢
え
て
法
難
の
連
続
を
覚
悟
し
つ
つ
、『
立
正
安
国
論
』
を
鎌
倉
幕
府
に
奏
進
し
、
そ
の
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
四
大

法
難
に
象
徴
さ
れ
る
「
法
難
連
続
の
御
生
涯
」
を
送
る
こ
と
と
な
る
。
通
常
の
凡
人
に
は
到
底
耐
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
御
生
涯
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
叡
山
仏
教
に
於
け
る
「
念
仏
三
昧
」
の
実
状
に
耐
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
、
日
蓮
聖
人
の
「
立
教
開
宗
」
の
基

本
に
あ
る
と
筆
者
は
愚
考
す
る
。

　

恵
心
僧
都
源
信
の
流
れ
を
汲
む
『
往
生
要
集
』
の
仏
教
か
ら
、
天
台
大
師
智
顗
の
『
法
華
経
』
中
心
の
仏
教
へ
と
、
日
蓮
聖
人
が
急
展
開
す
る
と
き
、

も
は
や
叡
山
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
出
来
ず
、
ひ
た
す
ら
東
国
安
房
国
の
清
澄
寺
に
駆
け
戻
り
、
立
教
開
宗
を
宣
言
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
、
最

近
、
し
き
り
と
そ
の
状
景
が
目
に
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
門
下
の
進
展
は
、
ひ
た
す
ら
日
蓮
聖
人
の
そ
の
教
え
に
殉
ず
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
日
本
国
は
天
下
一
統
の
時
代
を
迎
え
て
い
く
。
言
わ
ば
、
宗
教
も
政
治
と
の
関
連
を
避
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
時
代
を
迎
え
る
。
日
蓮
宗

は
、
最
後
ま
で
政
治
に
従
属
し
、
権
力
の
庇
護
を
受
け
る
こ
と
を
避
け
た
。
そ
の
た
め
に
、
あ
く
ま
で
信
心
中
心
の
活
動
体
で
あ
る
伝
統
を
貫
い
て
現
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在
に
到
っ
て
い
る
と
愚
考
す
る
。

　

と
は
言
え
、
日
本
の
国
家
体
制
か
ら
逃
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
幾
多
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
委
ね
る
こ
と
と

し
て
、
こ
こ
で
、
日
輝
和
上
の
生
涯
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
加
賀
国
金
沢
は
京
都
文
化
圏
に
あ
り
、
専
ら
行
動
的
な
宗
風
と
は
一
線
を
画
さ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
妙
日
臨
の
生
涯
に
見
る
よ
う
な
、
時
代
の
中
で
真
摯
に
生
き
る
僧
俗
が
多
数
存
在
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
論
す
る
。

　

新
た
な
時
代
の
到
来
を
感
じ
て
、
日
輝
和
上
は
、
論
理
的
な
対
応
を
勘
案
す
る
道
に
進
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
み
じ
み
と
論
理
性
を
求
め
て

綴
っ
た
『
一
念
三
千
論
』
の
世
界
に
驚
嘆
す
る
の
で
あ
る
。

　

愚
鈍
な
筆
者
に
と
っ
て
、『
一
念
三
千
論
』
へ
の
挑
戦
は
、
決
し
て
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
い
。
が
、
明
治
の
時
代
に
日
蓮
宗
を
確
固
た
る
存
在
に

す
る
た
め
に
時
代
に
挑
戦
し
た
新
居
日
薩
師
が
、
諸
宗
に
伍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
輝
和
上
の
教
学
を
要
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
挺
身
し

た
意
図
に
同
感
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
教
学
者
先
師
は
、
日
輝
和
上
を
尊
崇
す
る
こ
と
を
重
く
見
て
か
、
体
系
的
な
理
解
と
い
う
姿
勢
を

と
ら
な
か
っ
た
か
と
愚
感
す
る
。
体
系
的
に
論
じ
た
の
は
、
望
月
歓
厚
先
生
で
あ
り
、
執
行
海
秀
先
生
で
あ
っ
た
。

　

ま
こ
と
に
粗
稿
で
あ
る
が
、
今
後
、
後
進
諸
師
の
斬
新
な
手
法
で
、
日
輝
和
上
の
『
一
念
三
千
論
』
解
明
へ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）	

望
月
歓
厚
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
第
十
一
章
「
優
陀
那
日
輝
の
宗
学
」・
『
日
蓮
宗
学
説
史
』
第
五
篇
「
近
世
宗
学
の
成
立
」
第
一
章
「
優
陀
那
日
輝
」

	

執
行
海
秀
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
第
四
篇
「
江
戸
後
期
」
第
六
章
「
優
陀
那
日
輝
の
充
洽
園
教
学
」

	

渡
辺
宝
陽
『
日
蓮
宗
信
行
論
の
研
究
』
第
五
章
「
優
陀
那
日
輝
の
観
心
宗
学
」
等
参
照
。

	
	

初
期
の
『
大
崎
学
報
』
を
披
見
す
る
と
、
多
様
な
観
点
か
ら
の
講
演
録
な
ど
が
多
く
、
日
輝
和
上
に
つ
い
て
は
、
短
編
が
付
録
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
上
記
、
望

月
歓
厚
先
生・

執
行
海
秀
先
生
以
前
の
段
階
で
は
、
日
輝
和
上
の
教
学
に
つ
い
て
の
解
析
は
遠
慮
さ
れ
て
、
専
ら
鑽
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
か
の
感
を
受
け
る
。

（
２
）	『
新
居
日
薩
』
に
、
野
口
之
布
が
文
部
省・

司
法
省
に
勤
務
し
た
と
の
記
事
が
あ
る
。（
同
書
二
〇
七
～
二
〇
八
頁
）

（
３
）	（
１
）
の
諸
著
参
照
。
幕
末
に
は
、
大
阪
の
適
塾
な
ど
の
私
塾
が
各
地
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。『
充
洽
園
』
開
塾
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
時
代
背
景
と
の
関
わ
り
が
あ
る

か
と
思
わ
れ
る
。
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（
４
）	『
大
田
区
史
』
資
料
編
１
（
四
六
六
～
四
七
五
頁
）
に
、
日
輝
和
上
を
招
請
す
る
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
照
栄
院
所
蔵
）

（
５
）	
執
行
海
秀
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
第
四
篇
「
江
戸
後
期
」・

第
三
章
「
一
妙
日
導
の
宗
学
組
織
」

（
６
）	
執
行
海
秀
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
第
四
篇
「
江
戸
後
期
」・

第
四
章
「
日
導
教
学
の
展
開
」
第
一
節
「
事
成
日
寿
の
刪
訂
」

（
７
）	
二
〇
一
九
年
、
山
喜
房
仏
書
林
刊
。

（
８
）	

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
内
「
充
洽
園
全
集
刊
行
会
」
編
修
（
大
正
十
二
年
十
月　

初
版
発
行
。
昭
和
五
十
年
十
一
月　

校
訂
発
行
）
大
東
出
版
社
刊
。

（
９
）	『
摩
訶
止
観
』
に
つ
い
て
は
、
幾
多
の
論
著
が
あ
る
。
近
年
で
は
、
池
田
魯
参
『
詳
解　

摩
訶
止
観
』（
定
本
訓
読
篇
〈
天
巻
〉）
一
九
九
七
年
刊
。（
研
究
註
解
篇
〈
地

巻
〉）
一
九
九
七
年
刊
。（
現
代
語
訳
篇
）〈
人
巻
〉
一
九
九
七
年
刊
。
い
ず
れ
も
大
蔵
出
版
社
刊
。
が
あ
る
。

（
10
）	

十
干
は
、
年
や
日
の
順
序
を
示
す
の
に
用
い
ら
れ
た
。『
一
念
三
千
論
』
文
中
の
肩
に
十
干
の
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
漢
学
に
詳
し
い
野
口
之
布
の
手

に
な
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
一
念
三
千
論
』
の
文
章
は
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
詳
細
な
論
議
が
展
開
し
て
い
る
。
日
輝
和
上
の
頭
脳
中
に
は
、
全
体
の
文
章

が
く
ま
な
く
整
合
さ
れ
て
い
た
と
い
う
感
じ
を
受
け
る
（
な
お
、
十
干
は
〈
木・

火・

土・

金・

水
〉
の
五
行
を
さ
ら
に
兄・

弟
に
分
け
た
も
の
と
い
う
）。

（
11
）	

執
行
海
秀
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
参
照
。
渡
辺
宝
陽
『
日
蓮
宗
信
行
論
の
研
究
』
第
四
章
「
近
世
日
蓮
教
学
に
お
け
る
信
行
論
の
展
開
」
第
五
節
「
観
如
日
透
の
事
観
論
」

等
参
照
。

（
12
）	『
峨
眉
集
』
執
行
海
秀
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
一
五
七
頁
参
照
。
な
お
『
日
蓮
宗
事
典
』（
昭
和
五
十
六
年・

日
蓮
宗
発
行
）
五
一
頁
に
解
説
が
あ
る
。
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